













Resuming communication: A case study of resuming after 
interruptions generated by children in the interview situations
HATA Kaori
Abstract:This paper is to clarify how interviews can be resumed after unexpected interruptions generated 
by children. Through a categorization and analysis of 44 cases of interruptions, two points are claimed: 1） 
in order to resume the interview, verbal （discourse markers, small stories, repetitions, etc.） and non-ver-
bal communication resources （gestures, eye gaze, bodily motion, etc.） are inevitably required, 2） small 
stories during the interruption have an essential role, which is one of the processes to lead the interaction 
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 1. まいこ： １人目は（. ）母乳とミルクの [（. ）ミックスだったんですけど
 2. ゆうた： [とたぁ↑　とたぁ↑　
 3. かおり： あ（. ）そーです…




 5. ゆうた： [とたぁ↑　とたぁ↑
 6. かおり： ん：：
 7. まいこ： あるよ
 8. ゆうた： とたぁ↑





14. まいこ： うん teaね
15. ゆうた： Hot tea
16. まいこ： 熱くないもう
17.  あつくない [よ：：
18. かおり： [°あとは°（. ）　おうちの
   　　（（ゆうたをみている））









































 1. かおり： 時間がある（.）人がやるとか [：：
 2. まき　：    　　[んん
 3. かおり： あの：：：（.）[ま男性が例えば　ま
  　（赤ちゃんセンサーのノイズ） 
 4. 子供　： [んん：：：： 
 5. かおり： （0.3）だいじょぶ↑
 6. まき　： 泣きましたね=
 7. かおり： =起きました↑
 8. まき　： 起きましたね









  すみませ [1ん　連れて [2きますね
    　　 [2（（立ち上がる））
15. かおり： [1はいはい行って来てはい
--------------中略 --------------------------
16. まき　： ん こ いてもいいですか=　
17. かおり： =あええ勿論勿論全然 [大丈夫です=





















































 1. かおり： ただ　あの：：丁度わたし：がいた
 2.  地域：：のそばで
 3.  （かおりの子供が「ケンケン」をしながら登場）
 4. まき　： （（かおりの子供を振り返って見ている））
 5. かおり： [なあに↑
  [（（子供のほうを見る））
 6. りか　： ん：：ん








 8. かおり： （1.7）あらあ [らどうしたのこれ↑
 9. まき　： [あー






















32. かおり： あ（.）そーなん（.）ですか@ ＜スモール・ストーリー１＞　
33. まき　： ちょっと
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